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＝ 福島・東海ユース交流会 ＝ 

「福島の高校生・ドイツ派遣＆再生可能エネルギー見学 報告会」2019 
 〝8 年目の 311“を前にした 3 月 3 日（日）に、福島から

2 名の高校生を迎えて「福島の高校生・ドイツ派遣＆再生可

能エネルギー見学 報告会」（於:名古屋市･ブラザーミュージ

アム）を開催しました。宮崎市の NPO 法人アースウォーカ

ーズからの呼びかけに応えて、東海地域での報告会と福島・

東海のユース交流会が、チェル救と認定 NPO 法人レスキュ

ーストックヤードの共催で実現しました。ゲストは服部杏菜

さん（安達高校 1 年）、久田幸輝さん（会津学鳳高校 1 年）

とアースウォーカーズの児玉直也さん。ドイツでの若者との

交流、再生可能エネルギーの見学や現地でのハプニング体験

などを率直に話してくれました。現地の高校生の授業に参加

して、ドイツの戦争教育・継承の仕方、高校生たちが自分の意見をはっきり伝え、多様な考

え方を受け止めながら意見を交わしている様子、日本の教育との違いを大きく感じたことな

ど。時に福島とネットでつなぎ、ドイツを訪問した 9 名の内の別のメンバーも、会場からの

呼びかけに応えてくれました。また小玉さんから、アースウォーカーズの保養活動や若者の

海外派遣などの活動報告をしていただきました。 

 約 70 名の参加者が 2 グループに分かれた交流会では、若い世代との貴重な意見交換で若

者の成長する姿に感極まり、大人世代の原発社会の責任を反省して涙ぐむ人たちもいました。 

 その後、チェル救の河田昌東さんが福島での菜の花プロジェクト、再生可能エネルギーに

よる農業再生の将来像などについて講演されました。また＜午前の部＞は別会場で、「福島・

東海ユース交流会」として、服部さん・久田さんと東海地域に避難している高校生たち、支

援活動をする大学生たちが互いに考えていることを話し合い、それぞれの立場を知り交流を

深めました。（P2 へ続く）                       （戸村京子） 
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福島の高校生 

「ドイツ派遣＆再生可能エネルギー見学」報告会 2019 【まとめ】 
＜報告者＞ 

小玉直也さん（アースウォーカーズ代表） 

 服部杏奈さん 県立安達高校 1年 

久田幸輝さん 会津学鳳高校 1年 

 

【小玉さんのお話】 

福島の原発事故後、保養を始めた。反抗期の

子ども達が保養を嫌がるようになったことから、

父兄の要望により海外向けのプロジェクトを行

うようになった。子ども達には海外で自分の思

っていることを伝えるためには英語の習得が大

切ということで、空港でもどこでも道行く人をつかまえ、英語で喋る練習を促し、渡航させた。

日本からの視点、他のところからの視点、というものがあることを子ども達に知ってもらいた

い。 

ドイツでは、25年前から全ての高校生が 6か月間、放射能について学ぶ。チェルノブイリの

影響かもしれない。2、3年後には、震災を実体験として話せる子ども達はいなくなる。 

【杏奈さんのお話】 

小学校 2年生のとき二本松で被災をし、福島市内の祖母の家の地下室で 1週間過ごした。ド

イツの高校生に福島の話をすると、「ちょっと安心した」という人が増えた。 

政治・経済の授業は教科書がない。時事ネタをテーマに、正解も不正解もない、考える授業

をする。自分の思っていることを「伝える」ことで、理解してもらえるのだと感じた。知らな

いことを“知ること”が大切だと思った。 

帰国後の報告会で、ドイツで案内をしてくれた大学生が日本語で「今の政治が悪いのは私達

のせいではないかもしれないが、これから悪くなったら自分達の責任だ」の言葉に共感を覚え

た。 

【幸輝さんのお話】 

住んでいる会津若松では、仮設住宅が家の前にも建てられ、避難してくる人たちがいた。小

学校 2 年で震災に遭った。算数の授業中に揺れ、

築 90 年くらいの校舎は地震の影響で入れなくな

った。雪が降ってきて地震と寒さで、みんなで泣

いていた。 

ドイツに行く前、環境省の川端さん（元ベルリ

ン大使館勤務）の話を聞いた。東電は所得税を福

島に納めているが、法人税は東京に納めている。

それに比べドイツのエネルギー会社は地域に結び

つき、雇用創出にもつながっている。「知る、考え

る、行動する」ことが大切という言葉が印象的だ

った。 
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【南相馬便り】     （神野 英樹） 

★ 「油菜のさと」の実現を目指して！ 

3 月 15日、「再生協（とどけ鳥）」の事務所に 朗

報が舞い込んだ。「三井環境基金」に申請中だった

助成金の交付が決定した！…という知らせである。

厳しい審査を乗り越えて、私たちの「菜の花プロ

ジェクト」は「将来的に持続可能な地域社会を構

築する『素晴らしいモデル』になりうる」…と、

評価されたのだ。一面に広がる菜の花畑、バイオ

ガスプラントを併設したエネルギー循環システム、

安全・安心な食料自給（地産地消）システム…の

実現に向けて、夢は大きく膨らむ。 

 

★ 「菜の花 花見会」の申し込み締切日 迫る！ 

長かった冬が終わり、ようやく心待ちにして

いた春の到来だ。今年も、恒例となった「菜の

花 花見会」を 4 月 13 日（土）に開催する。昼

食＆交流会では、女性チームによる手作りの昼

食を用意するほか、スペシャルゲストとして、

料理研究家（出張料理人）

の 小暮 剛シェフ をお

招きし、「油菜ちゃん」を

使った美味しい「逸品」を

ご披露したいと考えてい

る。今日（3/22）現在、菜

の花は既にチラホラと咲

き始め、私たちスタッフ

と同様、皆様のご来場を

心待ちにしている。 

★「第 17期 測定隊」の準備完了！ 

来たる「4/6（土）＆4/7（日）」そして「4/20

（土）＆4/21（日）」の 4 日間、「参加ボランテ

ィア数…延べ 約 100 名超、測定ポイント数…

延べ 約 1,500 ヶ所超」という「測定隊」が実施

される。事故後、丸 8 年間（計 17 回）も継続

している測定活動は、ほかに例を見ない。採取

した土壌の放射能測定も、貴重な情報を教えて

くれる。今回の主な改善点は、①測定ポイント

用の地図に目印となる地点の所番地を添付（ナ

ビで検索できるように）して、道に迷わない工

夫をした。②未だ「帰還困難区域」から解除さ

れていない、双葉町や大熊町にも「立ち入り許

可申請」を行った（今回は、テスト的に立ち入

り調査ができそうである）。なお今回も、LUSH

ジャパンさんの多大なるご支援を受け、実施を

継続することができた。感謝！ 

★ 「復興」の道程は、まだ遠く！ 

事故から丸 8年が経過した「祈念日（2019 年

3 月 11 日）」にあたり、政府とその広報メディ

アは、さかんに「五輪復興」などの言葉を使い、

「復興は着実に進んでいる」という印象を与え

ていた。しかし、福島に住み日々感じることは、

「復興と呼ぶには程遠い 厳しい現実」である。

「住民の帰還が進まない」「汚染土の処理が進

まない」「汚染水の処理が進まない」…etc.。 

「原子力ムラ」の人々は、1 日も早く原発事

故の被害や補償を消し去ってしまいたいに違

いない。お得意の「隠蔽・捏造・改竄」を駆使

して、人々が忘れ去るのをじっと待ち続けてい

る（「復興」を「風化」で実現しようとしている）。 

「風化」と戦う人々の存在を忘れてはいけない。 

（「編集後記」参照） 

※「南相馬」に限った問題ではないが、人々が

記憶から忘れ去り、「風化」しつつある出来事

（安倍内閣の「隠蔽・捏造・改ざん」疑惑）を、

「備忘録」として書き留めておこう。 

…内閣府（国家戦略特区の議事録 改ざん）、

財務省（森友文書 改ざん）、国土交通省（森友

学園のゴミ埋蔵量 捏造）、文科省（加計学園・

獣医学部新設 隠蔽）、防衛省（南スーダン PKO

の日報 隠蔽）、厚労省（毎月勤労統計 改ざん・

労働時間データ 捏造）・総務省（消費動向指数 

捏造・エンゲル係数 改ざん）・経産省（景気動

向指数 捏造・ アベノミクス 捏造）…。 

記憶の「風化」は、疾風の如く早い。このテ

クニックは、原発事故により磨き上げられたの

ではないだろうか。 

 「油菜のさと」構想  

＜早咲き菜花（種まき圃場

にて 3/22撮影）＞ 
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カトリック布池教会での講演会について 

去る 3 月 11 日（月）13 時 30 分より、名古

屋市のカトリック布池教会大聖堂において、「東

日本大震災・福島原発事故 犠牲者追悼・復興

祈願の日～宗教・宗派を超えてつなぐ祈りの手

～」と題して、祈りの集いが行われました。 

前半は、チェルノブイリ救援・中部の神野英

樹さんによる講演で、タイトルは「南相馬の農

地再生」でした。まず私たちの救援活動として、

1.緊急支援 2.復興支援 3.自立支援 4.社会

への提言 などを行っていること。チェルノブイ

リ支援の経験を生かして、福島の南相馬でナタ

ネ油の生産に着手したこと。搾ったナタネ油は

放射能に汚染されないことなどを話されました。

震災・福島原発事故後、若者たちは希望を失っ

ていましたが、大人たちのナタネ油に取り組む

様子を見て一緒にやっていきたいと考えた、相

馬農業高校生たちが「油菜ちゃん」の名付け親

になりました。今では、ドレッシングなど 6 次

化に向

けた商

品が開

発され、

売り上

げにも

貢献しています。会場では販売品コーナーも設

けられ、油菜ちゃん・ドレッシング（しょうゆ

味＆胡麻味）・バームなどが置かれましたが、好

評であっという間に売り切れてしまいました。

販路を拡大したい私たちは、こういう機会をチ

ャンスととらえ、次の道につなぐ方法もあるの

だと思いました。 

後半は、キリスト教・仏教・イスラム教など

の各宗教者の方たちが入堂され、14 時 46分の

鐘を合図に会衆とともに黙祷しました。その後

それぞれの宗教の方が追悼の祈りを捧げ、全員

で献花を行い閉会となりました。（上田千鶴子）

つながろう福島・なくそう原発 ３・１１追悼 東三河市民のつどい 

豊橋駅広場で行われる3.11追悼集会は、2012

年から今年で 8 回目になります。当初、4 つの

呼びかけ団体があったのですが、今年は共産党

系の団体と私の所属する「さよなら原発東三河

ネットワーク」のみになってしまいました。 

 前日の天気予報が外れて雨にはならなかった

ですが、風の強い寒い一日でした。第一部は、

毎年出てくれる地元のバンドによるライブ、東

三河うたの学校のコーラス、一昨年から参加の

若者達のアフリカ太鼓ライブなどで参加を呼び

掛けるアピールをして、広場の周りでは、パネ

ル展示や子ども向けのワークショップ、「原発ゼ

ロ基本法」の実現を求める署名活動、甘酒の無

料サービスなどが行われました。そして 2時か

ら集会。

実行委員

長の挨拶

に続いて、

参加者全

員で黙祷。

次に被災

者からの訴え。今年初めて、豊橋市に避難（相

馬市から）している堀内光子さんが、相馬市が

どんなに素晴らしいふるさとだったかを、相馬

野馬追や美しい花々の写真を見せながら語り、

それを奪われた怒りや悲しみを訴えました。特

別報告として、原発ゼロ自然エネルギー推進連

盟・幹事で、脱原発をめざす首長会議・世話人

の三上元氏（前湖西市長）が、「原発は安くない」

と主に経済の面からのお話をしました。 

「原発ゼロ・自然エネルギー推進連盟」は、

小泉・細川元首相や経済界などが立ち上げ、2018

年 3 月、立憲民主党・日本共産党・自由党・社

民党の 4 党が、「原発ゼロ基本法案」を衆議院

に共同提出しました。「集会アピール」に続いて、

豊橋駅前から中電豊橋営業所までの往復約 1時

間をパレードしました。参加者は 180人。 

2012 年、650 人参加がありましたが、年々減

り続け、昨年は 230名。今年はついに 200名を

切ってしまいました。参加者は毎年見る顔、そ

して高齢化。若い人の姿はほとんど見かけませ

ん。集会の在り方を考え直す時がきているとつ

くづく感じました。       （橋本京子） 
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福島をわすれない！ ３.１０ 上伊那アクション 
（長野県上伊那郡南箕輪村 原 富男） 

 長野県伊

那市では、

3 月 10 日

に「フクシ

マを忘れな

い！上伊那

アクション」を行いました。この催しは 3 回

目になります。4 年前までは、市民・政党・

労働組合などが別々にイベントを行ってきた

のですが、一緒になって福島のことを考えよ

うという事になり、実行委員会を作りこのイ

ベントを作り上げてきました。 

 午前の部は 10 時 30 分から「いなっせ」屋

外広場で集会が行われ、黙祷の後、参加者・

団体から 8 名の方の発言がありました。今回

の実行委員長は、チェル救のメンバーでもあ

る小牧崇さんがつとめ、太陽光発電など自然

エネルギーが原発優先の政策に邪魔されてい

ることが、報告されました。また、福島県か

ら毎年親子 25 名を伊那市に呼んで保養をし

ている「伊那谷親子リフレッシュプロジェク

ト」の田中道子さんからは、保養の現状と今

後も続ける決意が述べられました。 

私は、チェルノブイリ原発事故の事故処理

を行い、現在放射線障害などに苦しむ事故処

理作業者 3 団体からの、3.11 日本国民・被災

者に向け送られたメッセージを読み上げまし

た。その後、150 名の参加者で市内パレード

を行い、再稼働反対・原発ゼロなどを訴えま

した。 

 午後 1 時からは会場を屋内に移し、「菜の

花で拓く汚染農地」と題して、チェル救及び

南相馬農地再生協議会の神野英樹さんから講

演していただきました。同時間に別の会合が

重なったため参加者は 30 名と少なかったの

ですが、熱心に聞いていただきました。私か

らも「菜の花プロジェクト」の一部をなすバ

イオガスについて、動画で説明させてもらい

ました。南相馬市での菜の花プロジェクトに

ついては、これまで映画会や集会など折に触

れ宣伝してきたのですが、「まとめて」報告す

る機会が無かったことにハタと気が付き反省

しました。また後日、南相馬市小高出身で伊

那市在住の方から、励ましと「小高に戻れな

いもどかしさ」を綴ったメールが届きました。

他に新たな出会いもありました。 

福島を忘れない！ 被ばくから 8 年…チェルノブイリ原発事故から 33 年 
3 月 9 日、ピースあいち（名古屋市名東区）

で「福島を忘れない！ 被ばくから 8 年…チ

ェルノブイリ原発事故から 33年」と題した、

チェル救の戸村さんと河田さんの報告会が行

われました。戸村さんはチェルノブイリやそ

の周辺の被災地や移住者の今を、河田さんは

福島の原発事故について話をされました。 

戸村さんの、ウクライナの美しい自然や村

の風景写真、

なかなか日

本人が知る

機会のない

ウクライナ

の文化の紹

介を交えて

の話は、被災者が置かれている状況への理解

がより深まりました。河田さんは、福島の事

故とチェルノブイリを比較しながら、汚染状

況を詳しく話されました。とくに汚染水に含

まれるトリチウムについては、「危険性はない」

と言う専門家とはまったく違う見解で、その

分析に参加者が引き込まれていました。チェ

ルノブイリを知ることで、福島独特の問題や

政府の対応のまずさが浮き彫りになった報告

会でした。 

 館内では、福島を撮り続けている飛田晋秀

さんの写真展「3・11 で止まった町」も行わ

れています。5月5日まで展示されています。

GW にでもぜひお出かけください。 

（市原佳代） 
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 ウクライナ国民が、日本でのすさまじい津波と、

それに続いて起こった福島第1原発事故について

知ってから、早くも8年が過ぎました。ジトーミ

ル州の人々にとって、この出来事は目新しいもの

ではありませんでした。既に 1986 年、私たちの

州は、チェルノブイリ原子力発電所の事故で最も

広範囲に被災したからです。事故処理作業者たち

とプリピャチ市からの避難者たちは、福島県の被

災地の方々がどんな困難に直面するかを理解して

いましたが、ウクライナの子どもや若者にとって

この出来事は、ホラー映画が現実になったような

ものでした。 

 
 古く美しい町、オヴルチ市は、ベラルーシとの

国境の近くにあります。人口は25,000人で［訳注：

ウィキペディアによれば、2018年に約 15,800人］、

オヴルチ地区は、自然保護区の一部を含むため、

ウクライナでも最大の地区の一つです。チェルノ

ブイリ原発事故後、この地区は第2ゾーン（保障

付任意移住区域）に分類されました。しかし事故

後の 33 年の間に、人々は放射線に慣れ、ここで

生活を続けています。 

 今年、私たちは同市の第 3 番学校に、福島で

2011年に起こった悲しい出来事に関連した、いく

つかの行事を行うことを提案しました。 

この学校では、これまでにも日本の伝統と文化

をよく学んでいたのですからなおさらです。日本

からの派遣団が同校を何度か訪問し、マスターク

ラスを開いたり、日本の習慣や伝統について話し

たりしてくれました。昨年8月には、「文化交流・

ウクライナと日本」というコンクールの入賞者 4

名が、日の出づる国を訪れています。同校の校長

リュドムィラ・ザルィズコは語ります。「私たちに

とって日本は、科学の分野で驚くべき業績を上げ

ている国です。福島の悲劇について私たちが知っ

た時、どんな国民も災いからは、まして原子力の

災厄からは逃れられないとわかりました。」 

 私たちの提案は喜んで受け入れられ、2 月、小

学校の生徒たちは「福島とチェルノブイリ 2 つの悲

劇と 1つの不幸」というテーマの絵画を提出しまし

た。一方、高校の生徒たちは、福島県に住む友人

へのメッセージというテーマの作文を書くことを

提案されました。子ども達はこれらの課題に応え、

私たちは10通の手紙と37枚の絵画を受け取るこ

とができました。日本のパートナーである「チェ

ルノブイリ救援・中部」と相談して、私たちはこ

れらの作品を名古屋に送りました。到着後、子ど

も達の友情と励ましの一例として、これらの作品

は展覧会で展示されるでしょう。 

 最近、私たちはジトーミルからこの学校を訪れ、

コンクールの応募者全員にささやかな賞品を渡し

ました。それが小高区の風景の絵葉書だったこと

を、喜びとともにお知らせします。子ども達にと

って、それは本当に思いがけないプレゼントでし

た。 

 7年生のデニス・ホメンコは、「こんな惨事が二

度と起きないことを信じたいと思います。皆さん

は人生のすべての瞬間を楽しまれなければなりま

せん。気を落とさず生活を続けてください！」と

言っています。 

ウクライナと日本：共通の悲劇を通じての対話  イェヴゲーニヤ・ドンチェヴァ 
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 9年生のイヴァン・コスィンシクィイは、「僕は

日本に行った時、いわき市の博物館で震災の展示

を見て、自然の傷ついた様子、人々が家族と避難

した様子の写真を見ました」と話し、10年生のフ

ェードル・コブィリンシクィイは「私たちの励ま

しの言葉は、日本の人たちが落ち込まないように

する助けになります。私たちの両親や祖父母は、

同様の困難をくぐり抜けながら、よりよい生活へ

の希望を失いませんでした。私たちは、その前向

きの気持ちを日本の方たちにお伝えしたいです」

と言います。 

 オヴルチの学校の生徒たち、放射線と経済的な

損失にもかかわらず復興し、生活の営みが続いて 

 

2019年3月5日 

同胞である日本国民と 

｢チェルノブイリ救援・中

部｣のメンバーの皆様に 

 2011年3月11日、地球規

模の惨事が何の罪もない

人々の命を奪ってから、また

1 年が過ぎました。福島の悲劇は、私たちの心に

深い同情の念、痛みと悲しみを残しました。 

 私たち、チェルノブイリ原発事故の事故処理作

業者たちは、日本での悲劇的な出来事と日本国民

の方々の不幸を、誰にもまして我が事のように受

け止めています。 

 私たちは、闘いのため死の災厄の開いた口に飛

び込んでいったすべての人たちと、この不幸に無

関心ではいなかった方々にお辞儀をさせていただ

きます。 

 私たちの心と思いが日本国民の方々と共にあり

続けていることを、衷心より請け合わせていただ

きたいと思います。皆さんが私たちをチェルノブ

イリの悲劇とともに置き去りにされなかったこと

に感謝します。日本国民の方々によってなされた

善行は、必ずや百倍にもなって皆さんに戻ってく

るでしょう。 

日本の地で亡くなられた方々の冥福をお祈り

して、私たちは深く頭（こうべ）を垂れます。 

いる美しいポレーシェ地方の住民たちは、このよ

うに語っています。 

 

 東日本大震災の悲劇的な祈念日、私たちは例年

のように、この巨大な惨事の犠牲となった方々を

偲んでろうそくに火を灯します。 

 私たちは常に皆さんと共にあります。 

 ウクライナ国ジトーミル州 

慈善基金「チェルノブイリの消防士たち」代表 

 B.A.チュマク 

 

 2019年3月4日 

「チェルノブイリ救援・中部」

御中 日本の被災地の住民

の皆様 

 市民団体「プリピャチ・セ

ンター」は、福島第1原子力

発電所で 2011年 3月 11日

に起こった惨事の日付を前に、日本国民の皆様に

同情の意を表させていただきます。 

 この悲劇は、惨事の結果被災した人々の記憶に

一生残り続けます。私たちは「原子力」という一

つの言葉で結ばれています。2011年には福島の平

和な街で、また 1986 年にはポレーシェ地方のプ

リピャチで。私たちはこの悲劇の日に皆さんを励

まし、皆さんがご健康と心の平安に恵まれ、人生

に喜びをおぼええることができますようお祈り申

し上げます。敬意を込めて 

ウクライナの元プリピャチ市民の移住者、被災

者、事故処理作業者たちより L.K.ドゥボク 
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2019年2月23日                            

「チェルノブイリ救援・中部」御中 

 親愛なる友人、同胞、私たちの生活上の問題に

ついて思いを同じくする皆さん、8年前私たちは

福島第1原発で起こった重大な悲劇について知

りました。マスメディアによって、事故の恐ろし

い影響が報道されました。そこで見たことを理解

した私たちは、基金のメンバーの間で、放射線検

知器購入の資金を集めるキャンペーンを始めまし

た。検知器は購入され、皆さんに届けられまし

た。私たちは、放射線の管理が検知器なしでは不

可能なことを知っていました。皆さんは長年にわ

たり、私たちが生き延び、人生に喜びを感じ、家

族を愛して家族に微笑みかけられるよう支援して

くださり、そのことに私たちは本当に感謝してい

るのです。 

 この悲劇の日付にあたり、日本国民の方々、と

りわけ皆さんに、すばらしいご健康とご多幸、平

穏無事、ご成功、平和、安らぎを、そして神の恵

みがありますようお祈り申し上げます。 

皆さんが近しい方々を愛する熱い心にいつも

恵まれますように。 

皆さんのお顔から微笑みの絶えることがあり

ませんように。 

皆さんのよい行いに、神が力を与えてくださ

いますように。 

皆さんが携わる慈善の行為に、神が祝福を与

えてくださいますように。 

 当基金のメンバーは、皆さんに深いお辞儀をさ

せていただきます。敬意を込めて 

ジトーミル州及びジトーミル市の 

チェルノブイリ障碍者たちの慈善基金 

｢リクヴィダートル｣代表 

O.O.コヴァルチュク 

2019年3月11日 

親愛なる日本の友人の皆さん 

 「チェルノブイリの人質たち」基金運営委員会

の名において、私はこの悲劇の日に福島第1原

発事故のすべての被災者に思いを寄せている日本

国民の方々に連帯の意を表したいと思います。 

 福島で起きたことは、チェルノブイリで起きた

ことと同様、原子力の安全性に国境はないことを

今一度思い起こさせます。 

 チェルノブイリと福島の歴史が、原子力の安全

性を保つ私たちの決意を固めてくれることを願っ

ています。これらの悲劇の犠牲者を無駄にしない

最善の方法は、過去の教訓に学び、その知識を今

日と将来の原子力エネルギーの安全と信頼性を保

障するために用いることです。  

「チェルノブイリの人質たち」基金 

運営委員会を代表して 

イェヴゲーニヤ・ドンチェヴァ 
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チェルノブイリ 赤い森 ・ フクシマ 群青の海 

― チェルノブイリから学ぶ福島 30 年後の未来 ― 

日時：2019 年 6 月 30 日（日）12:30 開場 13:00 開演 

場所：南相馬市 小高生涯学習センター「浮舟文化会館」 

（〒979-2124 南相馬市小高区本町二丁目 89-1） 

電話 0244-44-3049 

3月 7日 社会事業団「東日本復興支援事業」贈呈式が行われました。 

南相馬市小高区から贈呈式に

参加してくださった、小林さん

名古屋滞在はいかがでしたか？ 

いよいよ南相馬市小高区（小高

生涯学習センター「浮舟文化会

館」）で、『ウクライナの消防士と

医師から、福島の 30年後の未来

のために何を知っておくべきか』

を開催します。 

1986年 4月 26日のチェルノ

ブイリ原発事故から 33 年、救

援・中部が粉ミルクの支援を始

めて 28 年、今ではクリスマス

カードを交換するまで親交が深くなりました。お互いに気遣う間柄は、同郷にいてもできる事で

はありません。3.11 には、心づくしのメッセージ（P7-8）が届き、励ましの言葉に感謝の気持ち

が溢れます。 

来たる 6 月 30 日（※）には、事故当時に消火活動に携

わった消防士のインタビュー映像（字幕付き）を観ていた

だき、今も放射能の残る被災地の消火活動に出向く消防士

2 名と、その消防士たちの健康管理を担っている非常事態

局医療センター長のプラポタ医師をお招きし、30 年後も大

切な私たちの故郷に住むための知恵を得る、貴重な時間に

します。ぜひ皆さまもご参加ください。 

中部地方からですと、「充実した国内旅行」になります。 

※ （注）前号のお知らせから、日程が変更になっています。 

ご確認ください。（美） 

 

【アクセス】 

JR：名古屋・東京 → <東北新幹線>仙台 → <常磐線> 小高駅下車 

名古屋・東京 → <東北新幹線>福島 → <高速バス> 原ノ町 → <常磐線> 小高駅下車 

夜行バス：名古屋・東京 → 仙台 → <常磐線> 小高駅下車 

【宿泊】 

直接下記までお申し込みく

ださい。 

小高駅前「双葉屋旅館」   

℡ 0244-32-1618 
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連載 122           切羽詰まった汚染水と汚染土壌対策 

―  事故から 9 年目を迎えた福島原発 ― 

未曽有の被害をもたらした福島第一原発事故は 9 年目を迎えた。メルトダウンとメルトスルー

という、世界で初めての事故を起こした原子炉の内部に、ようやく監視カメラが入り、溶け落ち

た燃料などが垣間見えたが、どう取り出すかは未だに先が見えない。一方で、着々と期限が迫っ

ているのが、汚染水対策と汚染土壌の処理である。これもかつて経験のない事だが、「いずれ何と

かなる」では済まない現実がある。国と東電は、厳しい責任と対策を迫られている。 

増え続ける汚染水 

メルトダウンした原子炉には、今も毎日

200t の地下水流入が続いている。その結

果、放射能で汚染した水も同量発生し、多核

種除去装置（ALPS）で処理しているが、除

去できないトリチウム水はそのままタンクに

貯蔵しなければならない。これまで 1,100 本

のタンクが建造され、汚染水（30 万～300

万 Bq/L）は 120 万 tを超えており、今後も

増加し続ける。今年中にも敷地は満杯にな

り、廃炉作業にも不都合が生じると言われて

いる。原子力規制委員会と政府は、「トリチ

ウムはベータ線エネルギーが小さく影響がな

いので、基準値（6 万 Bq/L）以下に薄めて

海に放出すべき」と主張している。しかし、

この「連載 94」でも書いた通り、トリチウ

ム水には、単純な放射能による被曝影響とは

異なる「有機結合型トリチウム」という問題

がある。簡単に言えば、海に捨てた場合、ト

リチウムは魚や海産物の DNA に取り込ま

れ、細胞内でベータ線を出して内部被曝をも

たらす以外に、半減期が来るとヘリウムとい

う物質に変わり、DNA の化学結合が切断さ

れる、というトリチウム固有の遺伝子破壊が

起こる。原子力村の専門家達は「トリチウム

は速やかに体内から排出される」と主張する

が、これは無知の証明に過ぎない。トリチウ

ム水は絶対海に捨ててはいけない。しかし、

汚染水タンク増設の敷地はもうじきなくな

る。如何するのか。もう一つ問題がある。こ

の汚染水の管理には年間 1500 億円かかって

いる、というのだ（日本経済研究センター試

算）。海洋放出の本音は、この費用削減では

ないのか。 

汚染土壌の行く先 

もう一つの切羽詰まった問題は、汚染土壌

である。事故直後から始まった「ピンチャ

ン・プロジェクト（「連載 102」参照）」は、

汚染表土を剥ぎゼネコンに金を回す、という

発想から始まったものだ。福島県をはじめ東

日本の各地には、いたる所にフレコンバック

が置かれ、異様な光景がある。その数は福島

県だけで 2,200 万 m3になる。これはいった

い何処へやるのか。当初、国はこれらを大熊

町と双葉町に作る「中間貯蔵施設」に運び込

み、30 年以内に福島県外のどこかで処分す

る、としていた。高レベル廃棄物と同じ発想

だ。ここでもまた「いずれ何とかなる」とい

う先送りの哲学（？）が登場した。しかしこ

れを信じる人は誰もいない。大熊・双葉の町

民は永久貯蔵施設になる事を恐れて土地売却

に応じた人は少ない。これまでに運び込まれ

た土壌はわずか 230 万 m3、全体の 1 割にし

かならない。そこで登場したのが汚染レベル

による「再利用計画」である。Kg 当り

8,000Bq 以上は中間貯蔵施設へ、8,000～

5,000Bq は全国の道路工事や防潮堤に使い、

5,000Bq 以下は花卉（カキ：観賞用植物）栽

培の畑に使う、という。汚染を減らし、民を

守るべき環境省が、国中に汚染をまき散らす

のだ。これらの汚染レベル設定には、何の科

学的根拠もない。中間貯蔵施設への搬入量を

とにかく減らす、というのが本音だ。環境省

は最近、半減期による減少や焼却などで汚染

度を減らせば、99.8%は再利用出来る、と試

算した。結局、中間貯蔵というごまかしのつ

けを、全国にばら撒くことで解決しようとい

うのだ。この国の未来はどうなるのか。 

 （2019 年 3 月 21 日 河田） 
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【夢茶や】名古屋市東区芳野 3-13-2 

電話 052-931-8909 

月～土 10：00～17：00 

【にんじん CLUB】 小牧市中央 2-246 

電話 0120-029-105 

10：00～17：00（土・祝も営業） 

 

名古屋でも「油菜ちゃん」が買えます！  

「油菜ちゃん」は、南相馬でしか買えない･･･と思

っている方へ朗報です。 

小牧市にある食材宅配サービス「にんじん CLUB」

さんが、3 月 18 日の注文日より、販売を引き受けて

くださいました。 

商品案内チラシの表紙（右写真）は、南相馬で展

開を考えている菜の花プロジェクトの「油菜のさと」

構想を紹介してくださいました。 

皆さんも油菜ちゃんを応援して、「油菜のさと」

を目指す一助になりましょう。 

 

 

 

 

 

そして、名古屋市東区にある「夢茶や（むちゃや）」さん。店内には、中央にテーブルが置

かれ、お茶を楽しみながらおしゃべりやセミナーの打合せが行われていました。両側の壁は

商品棚になっており、手作りのアクセサリーや編みぐるみ、フェアトレード商品が並ぶ中、

「油菜ちゃん」も鎮座していました。軽食が摂れるのですが、昼食後に伺ったのでコーヒー

をいただきました。 

雑談の中で、「ドレッシングのごま味が美味しい」･･･皆さん口を揃えて褒めてくださいま

した。でも、ちょっと苦情が･･･「最初、ドバっと出たわ。出し口を小さくして欲しい」との

こと。私から「増粘剤が入っていないので、とても滑らかなんです」と説明をすると、納得

していただけたようで、「2 回目から自分で加減すればいいのよ」という結論が出ました。 

注ぎ口が大きくても美味しいので「ごまドレ」は使いたいという皆さ

んの笑顔が嬉しかったです。 

（注）事務局より、「2 回目か

らは、注ぎ口を小さくしました」

…との連絡が入りました。 

 

＊＊お知らせ＊＊ 

油菜ちゃんドレッシング（しょう

ゆ味）の容器が変わりました。 

ごま味と同じ容器ですが、ラベル

の色が青色・キャップの色が黄色で

す。 

<追伸> まもなく、たまねぎ味も 

新発売され、「油菜ドレ（3 姉妹）」

がラインアップします。 
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事務局便り 

テントも張れないような強風の中、3・11 東日本大震災・犠牲者追悼式が栄・矢場町公

園で開催された。午前中の雨で公園はぬかるみ、身体も吹き飛ばされそうな風と寒さ。  

「8 年前のあの日も凍てつく寒さだった」と、あの惨事を思いだす事を促すかのようだ。

14 時 46 分の黙祷と献花、再開のために人々は集い、寒風吹きすさぶ公園に佇む。この日

の事はわすれない、犠牲になられた人々の事は決して忘れない、被災地に寄り添う･･･と、

実行委員長の宣言。「犠牲」は今も、そしてこれからも続く。その事にこそ目をそらしては

いけない。心に刻み、黙祷を捧げた。                    （山盛） 

4 月 13 日（土）「菜の花 花見会」 のお知らせ！！ 

毎年、農地再生協議会の奥さまチームが、はるばる南相馬に来てく

ださった皆さんに、南相馬自慢の「油菜ちゃん」を使った料理で、おもて

なしをしてきました。 

なんと！今年の奥さまチームは、「出張料理人の小暮 剛シェフ」の

知恵と技を借りて、新たな「油菜ちゃん料理」と「油菜ちゃんの楽しみ方」

を会得します！ 

今年の「菜の花 花見会」の献立は、新たなチャレンジを目論んでい

ます。 「油菜ちゃん」の思いがけない使い方や新しい料理の献立を小

暮シェフが指導してくださいます。             （美） 

編集後記  

☆先月の寄付金は 208,000 円、44 名の方々からいただきました。ありがとうございます。

お陰さまで、ただいま制作中の手紙集の体裁もグレードアップができそうです。  （佳） 

☆大寒桜の並木道は、いち早く春の訪れを知らせてくれる。開花宣言を今か今かと待つ人

を眺めつつ「何を今頃、既に葉桜」と薄笑い。我が家は毎年､桜の満開を二度楽しむ。 （美） 

☆「目に見えず、匂いもしない」放射能による被害が、唯一可視化されているのは、「避難

者の数」と「除染土（フレコンバック）」の存在である。もう終わったことにしたい安

倍政権は、「避難者の数」を隠蔽し（※住民登録を抹消した人々は、居住率の計算から

外す。※自主避難者は自己責任であり、集計から外す。※住宅支援を打ち切られた人々

は、避難者から外す …etc.）、「除染土」は「防潮堤や高速道路の盛り土」として、再利

用する計画が進められている。「8,000Bq/kg」以下であれば、「一般廃棄物」いや「再利

用可能な資源」なのだとして、「除染土」の定義を改ざんしているのだ。「16,000Bq/kg」

なら 2 倍に薄めれば良い。そもそも、「除染土」という表現は印象操作である。「汚染を

除いた（きれいな）土」ではなく、除染作業によりかき集められた「汚染土」（＝ドラ

ム缶に詰めて厳重に管理しなければならない「放射性廃棄物」）なのである。せっかく

集められ、可視化された「汚染土」が今、再び全国に撒き散らされようとしている。  （Ｊ） 
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